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学校教育 目標 ：洋々た る未来を 光輝いて生きる力の 土台をつ＜ ります

切■血
校長 福岡雅和

夏 休 み を終 え 、学 校 に再 び活 気 が戻 って き ま した。 学 校 に と って何 よ りの喜

びは、生 徒 の皆 さ んが 元 気 に顔 を見せ て くれ た こ とで す。き っと勉 強や 部 活 動、

家庭 や 地 域で の ふ れあ い な ど、 充 実 した 夏 休 み を過 こ す こ とがで き た ので は な

いで しょ うか 。 今 月 は体 育 祭 （ 1 3 日） と期 末テ ス ト（ 2 2 日、 2 4 日 ） を 行

います 。 何事 にも 全 力で 取 り組 め る よ う、 心 身の 健 康 に留 意 して 、徐 々 に学 校

生活の リズ ム を取 り戻 して ほ しい と思 い ます 。

さて 、 今 年の 夏 休み は色 々な スポ ー ツの 話 題で あ ふれ て い ま した 。 そ の中 で

も、 オ リ ン ピ ック での 各 国 選手 の 頑 張 りに、 感動 した り勇気 付 け られ た り した

人が大勢いたと思います。中学生時代は、心も身休も大き＜ 成長する時です。

何か にひ た む き に打 ち込 み 、汗 や涙 を 流す 、そ んな ど こまで も 熱＜ な れ る時 は 、

人生 にそ う何度 もな いで しょう。 そ の よ うな 経験 を味 わ う機 会 を 自 ら作 って ほ

しい と患 った夏 休 み で した 。

反 面、 少 年 に関 わ る 重大 犯 罪 も報 道 され ま した。 か け が えの な い命 を 等 う、

等わ れ る とい う痛 ま し＜ 深 刻 な事 件 もあ りま した。 何 が 彼 ら をそ う させ て しま

つた の で し ょ うか 。

人 間 関係 の 希薄 化 が 根底 にあ る こ とが 一 つの 要 因で しょう。 コミ ュニ ケ ー シ

ョンが 苦手 で 、 人間 関 係 の トラ ブル の 処 理 も上 手＜ で き な い人 が増 えて い るの

は事実です。一緒 に活動するための「空間」「時間」「仲間」が必要だ と思いま

す。 ま た、 自分 の 思い 通 りにな らな い場 面 に遭 遇 す る と、そ れ を我慢 す る こと

がで き な い 自己抑 制 力 の低 下 も 気 にな りま す。「 キ レる 」現 象が ま さ にそ の もの

です 。 さ らに、「 三無 主 蕪」（無 気 力・ 無 関心・ 無 ★任 ） とい う言 葉 に象 徴 され

るよ うに、 意 欲 に 欠 ける 言動 も増 えて き て い ます 。

そ ん な 中、 私 た ち にで き る こ とは、 学 校 と家 庭・ 地 域 が 相互 に連携 し補 完 し

あう こ と、そ して 生徒 個 々の 理 解 を深 め た 指導 を す る こ とで はな い か と、 改め

て考 えさ せ られ た 夏休 み で もあ りま した 。

秋は「収穫の季節」です。生徒の皆さんにとって「夏の成果 を結実させる充

実の秋 」 にな る よ う、 じっ＜ り腰 を据 えた 教 育活 動 に取 り組 んで い きた い と思

います 。 変わ らぬ こ支 援・ こ協 力 を お願 い い た しま す。




